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研究成果の概要（和文）： 本研究は、現代ドイツ語の動詞における語彙化の在り方が、動詞範疇の用法に及ぼ
す影響を探ることを目的としたものである。まず、移動動詞の語彙化パターンの調査を通して、「移動」や「様
態」といった概念が単一の動詞に語彙化される際の制約等を明らかにした。次に、ドイツ語・フランス語・スペ
イン語の心理動詞の比較対照を通して、各言語の語彙化の特色の違いを示した。さらに「継続」の概念が慣用表
現において語彙化される際の特徴も明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Main purpose of this research is to make clear the influences of verbal 
lexicalization pattern on the use of verbal categories in German. 
First, through the research of "movement verbs", bacame clear the semantic restrictions, when the 
notions like "movement itself" and "the kind of movement"are lexicalized into one verb. Second, 
through the comparing of "sence verbs" in German, French and Spanish,I showed the differences 
between the lexicalization-characters in the three languages. At the same time, I could show the 
character of lexicalization of the notion "duration" in idiomatical expressions.  

研究分野： ドイツ語学、一般言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 動詞の意味論的研究においては、個々の動
詞の意味全体をより下位の要素に分析して
語彙概念構造を示す研究が幅広く進み、動詞
の分類についても多くの提案が行われ、語彙
化のパターンについても詳細な分析が行わ
れてきた。（下記論文の➀、➂を参照。） 

 また、ドイツ語の動詞範疇に関しては、時
制・態・法についての研究が数多く行われて
きている。動詞範疇の 1 つであるにもかかわ
らず、ドイツ語で文法範疇として確立しては
いない「アスペクト（相）」については、こ
の概念を表現するためにどのような方法が
あるのかを探る研究が進められ、別の動詞範
疇や特定の動詞構文等がアスペクト概念の
表現に利用されることも示されてきた。(下記
➁の論文等を参照。) 

 自身のこれまでの研究の結果、時制とアス
ペクトという 2 つの動詞範疇の性質を兼ね備
えた結果相構造のような表現においては、構
造に含まれる個々の基本動詞の語彙的・意味
論的な特性が、構造全体の解釈に決定的な影
響を及ぼすことが確認できていたので（下記
著書➃を参照）、アスペクトをはじめ、その
他の文法範疇の表現に動詞の語彙レベルの
意味成分がどのような影響を与えるのかに
ついて、より体系的に探っていこうと考えた
ことが本研究の発端である。 
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２．研究の目的 
 
 以上の流れを受けて、アスペクトだけに限
らず他の文法範疇にも分析範囲を広げ、まず
は現代ドイツ語および他言語の動詞におけ
る語彙化のパターンや特色を明らかにし、さ
らに、それらが動詞範疇の用法に及ぼす影響
を体系的に示すことを目的とした。 
 
 
 

３．研究の方法 
 
 研究課題全体のサブテーマとして次の５
項目を設定し、段階的に調査・分析を進める
計画を立てた。比較言語学的視点からドイツ
語を分析するため、調査の対象をドイツ語だ
けに限らず、他言語の動詞についても調査を
行うこととした。 
 
（１）現代ドイツ語動詞の語彙化パターンや    
特色： 心理動詞、移動動詞、コミュニケー
ション動詞など、意味の上で共通項を持つ動
詞群ごとに、語彙化のパターンを探る。 
 
（２）現代ドイツ語動詞に語彙化される要素
やパターンが動詞範疇の用法に及ぼす影響： 
機能動詞構文や進行概念を表す構文と語彙
化のパターンの関係を探ることで、動詞の語
彙的な要素と動詞範疇の関連を探る。 
 
（３）他言語の動詞の語彙化パターンや特
色: 冒頭の（１）で行った資料の収集・分析
を、ドイツ語以外の言語、特にフランス語や
スペイン語など、同じインド・ヨーロッパ語
族に属する現代語についても実施する。 
 
（４）他言語の動詞に語彙化される要素やパ
ターンが動詞範疇の用法に及ぼす影響：（２）
で実施した調査を他言語についても行う。 
 
（５）動詞の語彙的な特色と動詞範疇の用法
の間の連動性に関する包括的な考察 
 
 
４．研究成果 
 

（１） 移動を表す自動詞を対象として「移
動」と「様態」の概念が共起できるか否か、
という点に焦点を当てて調査を進めた結果、
両概念の共起が任意か必須かによって、自動
詞は 2 つのグループに分類でき、さらに共起
が必須であるグループは、様態概念を強調す
る表現が可能か否かで、さらに二つのグルー
プに分類できることが判明した。各動詞群に
ついての調査結果を以下にまとめる。 

 第 I 群は、様態・移動の両概念が一つの動
詞の中に語彙化されることが可能であるけ
れども、両者の共起は必須ではなく、必要に
応じて「移動」の概念を抑圧し、「様態」の
概念を単独で叙述することが可能な自動詞
群である。 

 第 II 群 (1) は、様態と移動という二つの語
彙概念の共起が必須とされ、「様態」の概念
を強調した表現は許されるが、「様態」の概
念を単独で叙述することは認められないシ
ステムをもつ動詞群である。 

 第 II 群 (2) は、様態・移動の二概念が必ず
共起しなければならない自動詞群のうち、常
に「移動」の概念を中心に据えた叙述が義務
付けられているグループである。 



3 つの動詞群の具体例を以下に示す。 

 
【第 I 群】 

2 概念の共起は任意、様態の単独叙述が可 

brausen (轟音を立てる),  flattern （羽ばた
く）,  hüpfen （跳ねる）,  klappern （ガタ
ガタと鳴る）,  rütteln （激しく揺れる）, 
sausen （唸りを上げる）,  stampfen (足を踏
みならす) 

ああ 

【第 II 群 （1）】 

2 概念の共起は必須であるが、様態強調が可 

fliegen （飛ぶ）,  joggen （ジョギングす る）,  
laufen （徒歩移動する）, rennen （走る）,   

rudern （漕ぐ）,  schwimmen （泳ぐ）,  

tanzen （踊る） 

 

【第 II 群（2）】 

2 概念共起が必須であり、様態強調は不可 

dringen （推し進む）,  fallen （倒れる・落
ちる）,  gehen （行く）, krabbeln （虫など
が這う） ,  kriechen （ヘビなどが這う） , 

klettern （よじ登る） ,  kommen （来る）,  

marschieren （行進する）,  sinken （沈む）,  

steigen （上がる）  

 

 

 これらを踏まえた上で、「様態」の語彙化
に対する意味論的な制約を考察した結果、
「様態」概念が「移動」概念とともに自動詞
として語彙化されるための条件として、「移
動と様態の密接度の高さ」が求められること
が判明した。一つの自動詞に「様態」と「移
動」の両概念がともに語彙化されるためには、
「様態」が、「移動との間に因果関係が認め
られる特徴」や、「移動の根源や原動力であ
ると判断できるような動作上の特徴」を表す
ものであることが求められる。 
 
（２） 喜び・怒り・驚き・悲しみなどの感
情や知覚を表現する「心理動詞」の語彙化の
特徴とパターンを調査し、この動詞群におい
て語彙化のパターンが多様化している要因
や、非人称構造が果たしている役割などにつ
いて明らかにした。さらに、フランス語およ
びスペイン語と比較対照することで、三つの
言語それぞれにおける心理表現の語彙化の
特徴を示すことができた。 
 
（３） 名詞化された基本動詞を含む機能動
詞構文の中でも、不完了アスペクトの一つと
捉えることができる「継続中」の概念を表現
するものを主な分析対象として、機能動詞構
文に含まれる機能動詞・前置詞の選択、さら
に継続概念の語彙化イメージなどの考察を
通して、ドイツ語での不完了アスペクトの表
現における特徴の一端を示すとともに、ドイ
ツ語の慣用表現において継続概念が語彙化
される際には、基盤となる「具体的な位置関
係」から、より「抽象的な継続状態」が比喩

的に導き出される形で表現が成立すること
などを示した。「具体的な位置関係の叙述」
から徐々に抽象度を高めながら「機能動詞構
文による出来事の継続の叙述」が導き出され
るプロセスを図で示すと以下のようになる。   
 I～III はいずれも、二つの参加者の間にあ
る包含関係という共通のイメージに基づい
ている。位置関係の叙述（I）では、個体が存
在する場所 Garten（庭）の輪郭が明確である
のに対して、II と III では輪郭を徐々に不明瞭
なものにした。動詞 dienen（務める）に由来
する名詞 Dienst（勤務）による包含（III）で
は、動詞に由来しない名詞 Geruch（噂）によ
る包含（II）よりも、さらに外界との輪郭が
不明瞭になる。III においては、出来事が内的
な視点に基づく継続現象として捉えられて
おり、アスペクトが文法範疇として確立して
いるタイプの言語においては、動詞の不完了
相の形態を用いて表現することがふさわし
いものである。 

 

 

      I. 場所と個体の位置関係         

          PLACE 

  

           👨         

 

         Hans ist im Garten. 

         ハンスは庭の中にいる。 

                  

     II. 現象による個体の包含関係   

            EVENT 

       

             👨         

  

         Hans steht in Geruch. 

      ハンスは噂の中に立っている。 

      ➝ ハンスは噂されている。 

 

     III. 出来事による個体の包含関係 

             EVENT 

        

              👨 

 

         Hans ist im Dienst. 

       ハンスは勤務の中にいる。 

        ➝ ハンスは勤務中である。 
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